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Part1　 経営者に訊く事業特性と今後の成長戦略 （第３種郵便物認可）

ザイン性やステータス感に価値を
感じていただける方に使っていた
だいている印象です。

機能面でも充実してきた
海外製品の良さを伝える
　キッチン周りの家電製品のシェ
アを見てみると海外製は10％くら
いですが、食洗機に関しては導
入率が高くなってきています。そ
の背景には、バスケットの形を日
本の食器の形状に合わせたり、洗
剤を自動投入できたり、省電力で
乾燥させたりといった機能の充実
と、家事労働や使用水量を削減し
たいというエンドユーザー様の意
識の高まりがあると思われます。
また、キッチンに欠かすことがで
きない冷凍冷蔵庫に関しても、デ
ザイン性だけでなく機能面でも重
宝されているようです。アメリカ
製品によく見られる大型の両開き
ドアは根強い人気がありますし、
ヨーロッパ製品には冷蔵庫・冷凍
庫・ワインセラーの一体型など、
日本製品にはあまり見られない仕
様が見られます。
　また、キッチンメーカー様やリ
フォーム業者様が、以前よりも海
外製品を前向きに取り入れるよう
になったという側面もあるでしょ
う。インターネットをはじめ様々
な媒体から情報収集できる現在
は、エンドユーザー様の方が海外
製品に詳しかったりします。かつ
ては私たちのような販売側が製品
をセレクトしてご提案するという
スタイルでしたが、今はエンド
ユーザー様がご希望の製品を指名
し、それに合うようにキッチンや
内装を設計していくというパター
ンが増えてきてきました。つま
り、販売側も海外製品のライン
ナップや性能、価値をより深く理
解する必要が出てきたといえま
す。そんな中で弊社ができるの
は、エンドユーザー様と直に接す
ることになるお客様の知見を深め

るためのお手伝いをすること。例
えば、各メーカーのショールーム
にお連れするなど、勉強会的なこ
とを不定期で行っています。やは
り製品の本当の良さは直に触れて
みないと分かりませんから。

コロナ禍の逆境に立ち向かう
社員の自発的な努力に感謝
　長引くコロナ禍で製品の入荷が
遅延するなど、お客様のご要望に
完璧には応えられない状況が続い
ておりますが、私自身はこの苦境
は次への大きなステップになると
信じています。ですから、ここで
尻ごみするわけにはいきません。
実際、コロナ禍にあった1年前に
は大阪に新たな拠点を作りまし
た。今後は、関西のステークホル
ダーとの関係も深めながら新たな
ニーズを掘り起こしていこうと考
えています。
　そんな中、この苦しい状況を支
えてくれている社員の皆さんには

この場を借りて感謝したいと思い
ます。一人一人が自分のやるべき
ことを認識し、困難を乗り超える
ために一丸となって頑張ってくれ
ているその姿は本当に頼もしい限
りです。例えば、営業部員だけで
なく内勤であるアシスタントの皆
さんも自発的に商品を学び、お客
様に直接ご提案できるレベルにま
で知識を高めてくれました。先ほ
ど申したように今はエンドユー
ザー様が積極的に製品を選ぶよう
になってきましたから、商品知識
をいくら深めても無駄になること
はないでしょう。
　これだけエンドユーザー様の関
心が高まっているということは、
海外製品のシェアを伸ばすチャ
ンスであるともいえます。そんな
中で、お客様と協働しながら海外
製品の価値を一人でも多くの方に
伝えていくこと。それが、私たち
コーホクのミッションであると考
えています。

日本の生活にフィットする
海外の家電製品を販売
　「大きくて置けるスペースがな
い」「機能性が低い」──おそら
く多くの方が海外の家電製品に対
してこのようなイメージをお持ち
だと思いますが、それは一昔前の
話。現在は海外製品も進化してお
り、日本の家屋にもフィットする

コンパクトなデザインの製品が出
てきていますし、機能性に関して
も日本製に負けないものが多くあ
ります。
　私どもコーホクはそのような海
外の家電製品および厨房機器を主
に販売しておりまして、約30メー
カーの製品を取り扱っています。
といっても輸入業務は行わず、輸
入元から製品を仕入れるかたちで

販売のみを行っておりまして、
キッチンメーカー様やリフォーム
業者様が主なお客様となります。
商品の導入先としては、海外のお
客様をターゲットにした外資系ホ
テルや富裕層向けマンション、中
長期滞在型のサービスアパートメ
ントなどが目立っています。やは
り海外製品は同じ性能の日本製品
と比べると高価ですから、そのデ

豊富な知識とラインナップで
海外の家電製品の価値を発信

Interview

1973年生まれ。大学卒業後は測量機器の会社に入社
し、営業として経験を積む。その後、父親である現会長
が設立した株式会社コーホクに転職し、2013年に社長
へ就任した。趣味はゴルフで、休日は練習を欠かさずに
行っている。
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株式会社コーホク
代表取締役社長
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企業名：株式会社コーホク
TSR 企業コード：00-000000-0
事業内容：海外製および日本製の家庭用厨房機器の販売・施工
設立：1989 年 7 月 14 日
住所：〒 105-0004
　　　東京都港区新橋 4-27-4　新橋吉樹ビル 4F
ＴＥＬ：03-5401-2131
WEB：https://www.e-kohoku.co.jp/
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眼 生活環境の豊かさを追求する優良企業




